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八
六

（
八
六
〉

山
木
戸
克
己
著

「
人
事
訴
訟
手
績
法
」

「
家
事
審
判
法
」

（
法
律
堅
金
集
第
三
八
巻
所
牧
〉

「
人
事
訴
訟
手
蹟
法
」

一
人
事
訴
訟
手
績
法
に
閲
す
る
盟
系
書
は
、
山
田

E
三
教
授
が
新
法
堅
金

集
に
執
筆
さ
れ
て
か
ら
、
二
十
年
ぶ
り
で
あ
る
。
そ
の
問
、
幾
多
の
論
文
や
判

例
が
蓄
積
さ
れ
た
。
す
で
に
、
家
事
審
判
法
お
よ
び
人
事
訴
訟
手
績
法
に
闘
す

る
優
れ
た
論
稿
を
敷
多
く
護
表
せ
ら
れ
た
山
木
戸
数
授
が
、
こ
れ
ら
新
資
料
を

縦
横
に
駆
使
さ
れ
て
書
か
れ
た
本
書
は
、
戦
後
の
身
分
法
の
根
本
的
改
E
や
家

事
審
判
制
度
の
創
設
に
よ
る
人
事
訴
訟
事
件
の
家
事
審
判
事
件
へ
の
大
幅
な
移

行
に
伴
う
人
事
訴
訟
手
績
法
自
身
の
改
E
は
別
と
し
て
、
従
来
の
も
の
と
は
全

く
面
白
を
一
新
し
て
い
る
。
殊
に
顕
著
な
特
徴
は
弐
の
二
離
に
あ
る
と
思
う
。

的
先
ず
第
一
の
特
質
は
、
身
分
法
理
論
ハ
賓
瞳
法
理
論
）
と
訴
訟
法
理
論
の

綜
合
が
随
所
に
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
著
者
は
、
「
人
事
訴
訟
の

針
象
で
あ
る
各
種
事
件
の
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
賓
韓
法
た
る
身
分
法
の
領
域

に
立
ち
入
ら
な
い
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
。
人
事
訴
訟
に
属
す
る
諸
種
の
訴
の
性

質
を
論
ず
る
に
つ
い
て
も
、
或
い
は
そ
の
封
象
や

E
首
な
皆
事
者
を
明
ら
か
に



す
る
に
つ
い
て
も
、
民
法
の
規
定
な
い
し
そ
の
理
論
を
基
礎
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
人
事
訴
訟
に
闘
す
る
多
く

の
問
題
は
、
身
分
法
理
論
と
訴
訟
法
理
論
と
の
綜
合
的
な
適
用
に
ま
つ
べ
き
で

あ
る
。
賓
に
、
人
事
訴
訟
は
、
身
分
法
及
び
訴
訟
法
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
理
論
の

醤
否
を
検
す
べ
き
試
金
石
た
る
の
観
が
あ
る
」
と
さ
れ
、
更
に
、
「
で
き
る
だ

け
賓
盟
法
た
る
民
法
撃
の
分
野
に
お
け
る
成
果
を
参
照
し
て
、
民
法
理
論
と
の

接
合
を
は
か
る
よ
う
に
努
め
た
。
も
し
本
書
の
特
色
と
み
ら
れ
得
る
よ
う
な
も

の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
或
い
は
そ
の
よ
う
な
黙
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
〈
は
し

が
き
）
と
述
べ
ら
れ
る
。
賓
瞳
法
と
訴
訟
法
の
綜
合
的
解
躍
に
従
来
の
法
解
糧

事
の
限
界
を
打
破
す
る
蓮
を
見
出
す
筆
者
は
、
教
授
の
こ
の
基
本
的
立
場
に
賛

成
す
る
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
接
合
の
仕
方
に
あ
る
と
思
う
。

例
を
婚
姻
無
殻
の
訴
（
離
婚
無
数
・
縁
組
無
数
・
離
縁
無
款
の
各
訴
に
つ
い

て
も
同
じ
）
の
性
質
決
定
に
と
ろ
う
。
ま
ず
教
授
は
、
民
法
七
四
二
傑
の
無
数

原
因
の
う
ち
、
第
二
披
の
届
出
は
、
婚
姻
の
成
立
要
件
で
あ
る
か
ら
、
届
出
な

き
場
合
（
届
出
が
嘗
事
者
の
意
思
に
よ
ら
な
い
場
合
も
合
め
て
）
婚
姻
は
成
立

せ
ず
、
蛍
然
無
殺
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
主
張
す
る
訴
は
確
認
訴
訟
で
あ
る
、

と
さ
れ
る
。
突
に
第
一
擦
の
婚
姻
す
る
意
思
の
欠
紋
は
、
婚
姻
の
有
数
要
件
で

あ
る
が
、
意
思
が
欠
餓
し
で
も
嘗
然
無
殺
と
な
る
の
で
は
な
く
、
判
決
に
よ
り

無
殺
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
賞
事
者
が
判
決
以
外
の
方
法
で
無
殺
を
主

張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
故
に
、
こ
れ
を
主
張
す
る
訴
は
形
成
訴
訟
で
あ
る

つ
四
頁
以
下
）
、
と
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
訴
訟
法
皐
は
、
訴
の
類
型
を
分
類

し
、
呈
示
し
、
賞
瞳
法
墜
は
、
特
定
の
訴
が
、
特
定
の
類
型
に
属
す
る
た
め
の

要
件
、
な
い
し
素
材
を
提
示
す
る
。
そ
こ
で
始
め
て
特
定
の
訴
が
い
か
な
る
類

型
の
訴
で
あ
る
か
が
定
る
。
特
定
の
訴
を
形
成
の
訴
に
す
る
か
確
認
の
訴
に
す

紹

介

と

批

評

る
か
は
、
立
法
政
策
の
問
題
で
あ
る
。
専
ら
訴
に
よ
っ
て
の
み
法
律
関
係
を
主

張
し
う
る
の
か
、
叉
は
訴
以
外
の
方
法
で
も
そ
れ
を
主
張
し
う
る
の
か
、
そ
の

い
ず
れ
と
解
す
る
の
が
政
策
的
に
安
首
で
あ
る
か
は
、
賀
穂
法
皐
の
決
定
す
べ

き
問
題
で
あ
り
、
訴
訟
法
撃
の
関
知
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
中
村
宗

雄
教
授
の
い
わ
ゆ
る
堅
間
の
擢
利
領
域
の
問
題
で
あ
る
。
意
思
の
欠
故
に
よ
る

婚
姻
の
紹
封
無
数
は
身
分
法
皐
上
積
極
的
な
論
按
を
も
っ
通
読
で
あ
る
か
ら
、

（
す
な
わ
ち
、
婚
姻
意
思
の
存
在
に
強
度
の
事
賃
上
の
推
定
を
あ
た
え
訴
を
以
て

の
み
無
設
を
主
張
し
う
る
と
し
、
身
分
間
係
の
法
的
安
定
性
を
維
持
す
る
こ
と

よ
り
も
、
訴
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
、
何
時
で
も
無
款
を
主
張
し
う
る
と
す
る

こ
と
が
、
法
的
安
定
性
を
害
す
る
依
黙
は
あ
る
に
し
ろ
、
よ
り
重
要
で
あ
る
、

と
考
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
）
か
か
る
、
遁
読
に
基
づ
い
て
、
訴
の
類
型
を
定
め

る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
確
認
訴
訟
読
が
正
首
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
教
授
は
こ
の
黙
と
関
連
し
て
、
届
出
が
醤
事
者
の
意
思
に
よ
ら

な
い
場
合
を
届
出
が
な
か
っ
た
場
合
と
同
格
に
み
て
、
婚
姻
は
紹
封
無
数
で
あ

る
と
さ
れ
る
が
、
届
出
が
醤
事
者
の
意
思
に
よ
っ
た
か
否
か
は
、
醤
事
者
の
婚

姻
意
思
の
有
無
と
同
様
に
不
明
確
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
形
成
訴
訟
設
の
立
場

か
ら
は
、
形
成
無
数
と
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

間
第
二
の
特
徴
は
、
判
例
お
よ
び
文
献
の
引
用
が
丹
念
且
つ
克
明
で
、
教
授

の
い
さ
さ
か
も
は
っ
た
り
の
な
い
誠
震
に
し
て
謹
勉
な
研
究
態
度
が
容
易
に
う

か
が
い
し
れ
る
と
同
時
に
、
我
々
後
撃
の
者
の
研
究
に
完
分
な
資
料
を
提
供
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

二
本
書
は
ま
ず
、
民
法
お
よ
び
人
事
訴
訟
手
績
法
に
明
文
の
規
定
あ
る
、

婚
姻
無
殻
の
訴
・
婚
姻
取
消
の
訴
・
離
婚
の
訴
・
離
婚
取
消
の
訴
・
養
子
縁
組

無
数
の
訴
・
養
子
縁
組
取
消
の
訴
・
離
践
の
訴
・
離
縁
取
消
の
訴
・
子
の
否
認

八
七

（
八
七
〉



紹
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の
訴
・
認
知
の
訴
・
認
知
無
殻
の
訴
・
認
知
取
消
の
訴
・
交
を
定
め
る
訴
と
、

明
文
の
規
定
は
な
い
が
解
樺
上
人
事
訴
訟
事
件
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
、
離
婚
無

殺
の
訴
・
夫
婦
関
係
存
否
確
認
の
訴
・
離
縁
無
数
の
訴
・
養
子
縁
組
関
係
を
封

象
と
す
る
存
否
確
認
の
訴
、
親
子
関
係
存
否
確
認
の
訴
を
、
法
傑
の
順
序
に

縫
い
、
婚
姻
事
件
・
養
子
縁
組
事
件
・
親
子
関
係
事
件
の
順
で
、
し
か
も
、
各

訴
に
つ
い
て
は
、
的
訴
の
意
義
お
よ
び
性
格
、
倒
訴
の
要
件
＆
訴
訟
物
、

h

訴
の
利
盆
、

nuE曽
な
醤
事
者
、

ω判
決
の
殻
力
を
読
か
れ
る
。
特
に
こ
の
部

秀
で
は
、
賓
謹
法
理
論
が
訴
訟
法
理
論
と
の
密
接
な
関
係
に
お
い
て
読
か
れ
て

い
る
の
で
、
串
間
的
に
い
っ
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

突
に
、
各
訴
に
共
通
の
人
事
訴
訟
の
特
質
が
論
じ
ら
れ
る
。
就
中
、
法
定
代

理
お
よ
び
訴
訟
代
理
（
九
七
頁
以
下
〉
、
別
訴
禁
止
（
一
一

O
頁
以
下
〉
、
検
察

官
の
閲
輿
（
一
一
二
頁
以
下
）
、
審
理
の
特
則
た
る
職
権
探
知
主
義
ハ
一
一
七

頁
以
下
）
、
請
求
の
放
棄
・
認
諾
お
よ
び
和
解
（
一
二
二
頁
以
下
〉
、
離
婚
訴
訟

お
よ
び
離
縁
訴
訟
に
お
け
る
手
績
中
止
（
一
二
五
頁
以
下
）
等
の
項
目
は
、
人

事
訴
訟
事
件
の
特
質
と
の
関
連
で
特
に
興
味
深
く
、
更
に
、
判
決
の
数
力
ハ
一

三
五
頁
以
下
〉
は
、
人
事
事
件
の
特
質
と
の
開
蓮
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
訴

訟
理
論
そ
れ
自
瞳
と
し
て
も
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

＝
一
弐
に
多
く
の
問
題
の
う
ち
、
私
の
関
心
の
あ
る
若
干
の
問
題
を
指
摘
さ

せ
て
戴
き
た
い
と
思
う
。

ωま
ず
、
遁
去
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
も
確
認
の
利
盆
が
あ
り
、
確
認
訴
訟

の
針
象
た
り
う
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

E
蛍
な
見
解
で
あ

る
と
思
う
。
例
え
ば
、
営
事
者
の
一
方
の
死
亡
後
も
婚
姻
閥
係
存
否
確
認
訴
訟

が
な
し
う
る
ハ
四
一
頁
〉
主
す
る
離
で
あ
る
ハ
そ
の
ほ
か
親
子
関
係
存
否
確
認

の
訴
に
つ
き
五
六
頁
〉
。
な
お
、
婚
姻
無
致
事
件
ハ
そ
の
ほ
か
の
無
致
事
件
に

八
八

（
八
八
）

つ
い
て
も
同
じ
〉
を
確
認
訴
訟
と
解
す
る
な
ら
、
協
議
離
婚
後
な
い
し
は
蛍
事

者
の
一
方
の
死
亡
後
も
訴
の
利
盆
が
あ
る
（
二
五
頁
）
が
ゆ
え
に
、
確
認
の
封

象
た
り
う
る
過
去
の
法
律
関
係
の
例
と
し
て
援
用
し
え
よ
う
。
し
か
し
、
遁
説

的
立
場
か
ら
い
え
ば
、
遁
’
去
の
法
律
関
係
に
確
認
の
利
盆
を
認
め
る
こ
と
は
、

多
く
の
賠
で
理
論
的
な
難
離
を
伴
う
。
こ
の
賠
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
遁
表
の

法
律
関
係
と
確
認
訴
訟
」
（
法
事
研
究
三
一
巻
一
二
競
）
参
照
。

似
裁
判
離
婚
後
は
、
そ
の
列
決
の
殻
力
と
し
て
婚
姻
無
数
の
訴
を
提
起
し
え

な
い
（
二
主
頁
）
と
さ
れ
る
が
、
離
婚
と
婚
姻
の
嘗
初
か
ら
の
無
数
と
は
殻
果

も
異
る
し
、
ま
た
離
婚
判
決
は
離
婚
擢
の
存
在
確
認
と
離
婚
に
よ
る
婚
姻
関
係

の
解
消
す
な
わ
ち
形
成
款
を
も
つ
に
す
ぎ
ず
、
基
本
た
る
婚
姻
の
敷
力
に
影
響

し
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

間
同
じ
く
訴
の
利
盆
の
問
題
と
し
て
、
婚
姻
取
消
の
訴
お
よ
び
養
子
縁
組
取

消
の
訴
は
、
離
婚
お
よ
び
離
獄
後
は
訴
の
利
益
を
欠
く
と
さ
れ
る
が
（
二
九
頁
、

四
七
頁
）
、
重
要
な
殻
果
の
相
蓮
が
少
し
で
も
雨
者
の
聞
に
み
ら
れ
る
な
ら
ば
、

訴
の
利
径
が
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
婚
姻
取
滑
に
つ
い

て
は
、
民
法
七
三
五
僚
ハ
教
授
御
自
身
も
「
強
い
て
い
え
ば
」
と
僚
件
を
つ
け

て
認
め
ら
れ
る
〉
・
七
四
八
傑
E
、
E
項
〈
同
僚
は
八

O
八
保
で
糠
組
取
消
の
場

合
準
用
さ
れ
る
〉
等
は
、
明
ら
か
に
、
離
婚
と
は
そ
の
数
果
を
異
に
す
る
離
で

あ
ろ
う
。

的
親
子
関
係
存
否
確
認
の
訴
お
よ
び
養
親
子
関
係
存
否
確
認
の
訴
に
お
い

て
、
縁
組
蛍
事
者
で
な
い
第
三
者
で
、
原
告
遁
格
を
有
す
る
も
の
は
縁
組
皆
事

者
の
親
族
に
限
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が
（
五
七
頁
、
八
六
頁
〉
、
第
三
者
は
、
司
法

の
私
的
紛
雫
へ
の
最
少
限
の
介
入
と
い
う
近
代
司
法
の
要
請
か
ら
考
え
る
と
、

そ
の
存
否
を
、
車
に
個
別
的
汲
生
的
法
律
闘
係
に
関
す
る
先
決
問
題
と
す
れ
ば



足
り
る
の
で
あ
る
か
ら
、
嘗
事
者
趨
格
を
欠
く
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

間
父
を
定
め
る
訴
は
、
形
式
的
形
成
訴
訟
す
な
わ
ち
非
醤
事
件
で
あ
る
と
さ

れ
る
（
六
四
頁
）
。
誰
を
父
と
す
る
か
法
律
上
の
規
定
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

交
を
定
め
る
こ
と
は
、
事
費
一
係
に
闘
す
る
剣
断
で
あ
り
、
訴
訟
の
形
式
は
と

っ
て
も
、
賓
は
非
訟
事
件
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
子
の
出
生
の
と
き
か
ら
、

法
律
上
の
父
子
関
係
が
護
生
す
る
の
は
、
判
決
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
自
然
的

親
子
関
係
に
賓
瞳
法
が
興
え
る
致
某
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

的
問
父
を
定
め
る
訴
は
子
が
死
亡
し
、
直
系
卑
属
が
な
い
と
き
訴
の
利
径
が
な

い
と
さ
れ
る
が
〈
六
六
頁
）
、
母
、
母
の
先
夫
叉
は
後
夫
は
、
母
の
後
夫
叉
は
先

夫
に
射
し
、
子
の
扶
養
料
の
不
蛍
利
得
の
返
還
を
請
求
す
る
が
如
き
場
合
が
考

え
ら
れ
る
の
で
、
訴
の
利
益
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

，刀

「
家
事
審
剣
法
」

一
昭
和
二
二
年
家
事
審
判
法
が
制
定
せ
ら
れ
て
以
来
、
文
献
・
判
例
を
引

用
し
た
殆
ん
ど
初
め
て
の
本
格
的
瞳
一
来
書
と
も
い
え
る
本
書
が
、
山
木
戸
数
授

の
御
勢
作
と
し
て
出
版
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
手
績
法
の
他
の
分
野
に
出
較
し
て

ま
だ
未
開
拓
の
こ
の
分
野
の
研
究
に
封
す
る
重
要
な
寄
興
で
あ
り
、
墜
界
の
大

き
な
吹
穫
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
本
書
は
、
ま
ず
、
第
一
章
緒
論
に
お
い
て
、
家
事
審
判
制
度
の
由
来
と

存
在
理
由
と
を
論
じ
家
庭
裁
判
所
を
論
じ
、
家
事
審
剣
ハ
虞
義
）
の
意
義
・
性

質
・
分
類
・
特
色
を
概
説
す
る
。
第
二
章
は
、
そ
の
性
格
に
つ
き
問
題
の
あ
る

家
事
相
談
を
取
扱
う
。
第
三
章
は
狭
義
の
家
事
審
剣
手
績
を
、
通
則
ハ
審
剣
事

紹

介

と

批

許

項
・
審
判
機
関
・
関
係
人
・
管
轄
・
審
判
手
漬
〉
、
各
種
審
判
事
件
の
特
則
の

順
で
解
説
す
る
。
弐
に
第
四
章
は
、
家
事
調
停
手
績
を
、
調
停
事
項
・
調
停
機

関
・
曽
事
者
管
轄
・
調
停
手
績
の
順
で
解
説
し
、
最
後
に
、
新
設
制
度
で
あ
る

第
五
章
履
行
確
保
の
制
度
、
第
六
章
罰
則
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

三
以
下
本
書
の
理
論
的
基
礎
を
若
干
探
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

的
教
授
は
家
事
審
判
制
度
の
存
在
理
由
を
弐
の
如
く
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
「
家
族
制
度
の
鹿
止
さ
れ
た
現
在
で
は
、
個
人
の
掌
巌
と
雨
性
の
本
質
的

卒
等
を
基
本
と
し
つ
つ
、
家
庭
生
活
に
関
す
る
事
件
を
遁
切
に
毘
理
す
る
こ
と

が
家
事
審
判
制
度
の
目
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
家
事
審
判
は
、
車
に
紛
容

を
訴
訟
に
よ
ら
な
い
で
、
解
決
す
る
こ
と
の
み
を
使
命
と
す
る
も
の
で
は
な

く
、
問
題
の
あ
る
家
庭
そ
の
も
の
を
封
象
と
し
、
そ
の
欠
陥
を
治
癒
し
て
紛
争

を
諜
防
し
、
或
い
は
惹
起
し
た
粉
宰
を
抜
本
的
に
解
決
し
、
ま
た
そ
の
善
後
措

置
を
講
じ
、
か
つ
濠
後
を
警
戒
す
る
な
ど
の
任
務
を
謀
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
」
（
九
頁
）
と
さ
れ
る
。

間
最
も
基
本
的
で
、
最
も
私
の
関
心
の
あ
る
問
題
は
、
家
事
審
判
の
法
的
性

質
で
あ
る
。
こ
の
結
を
以
下
若
干
詳
論
し
て
み
よ
う
。

山
木
戸
教
授
は
、
家
事
審
剣
ハ
庚
義
）
は
非
一
訟
事
件
で
あ
る
と
断
定
せ
ら
れ

る
。
そ
の
理
由
は
弐
の
如
く
で
あ
る
。

ω「
家
事
審
判
は
民
事
訴
訟
に
針
す
る

鈎
立
原
理
に
基
く
の
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
、
民
事
訴
訟
が
嘗
事
者
主
義
的

構
造
を
有
し
、
会
開
主
義
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
法
律
的
手
績
で
あ
る
の
に
反

し
、
家
事
審
判
は
職
擢
主
義
を
基
本
原
理
と
し
非
公
開
で
行
わ
れ
る
官
樺
主
義

的
構
造
を
有
す
る
裁
量
的
手
績
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
制
度
創
設
の
遁
程
に

お
い
て
最
も
強
調
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
訟
手
績
の
基
本
原
理

で
あ
っ
て
、
家
庭
事
件
に
つ
い
て
も
紛
争
性
を
有
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
い

八
九

（
八
九
ν



紹

介

と

批

評

わ
ぱ
雷
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
家
事
審
判
に
お
い
て
は
紛
争
事
件
も
こ
れ
と
同

様
に
慮
理
せ
ら
れ
る
黙
に
特
色
が
存
す
る
。
審
判
手
績
は
債
格
か
っ
重
一
的
な

法
律
手
績
で
は
な
く
、
審
判
機
関
に
買
い
裁
量
樺
が
認
め
ら
れ
、
む
し
ろ
事
件

ご
と
に
個
別
的
に
便
宜
に
し
た
が
い
簡
易
迅
速
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
っ
て
、
一
種
の
裁
量
的
手
績
た
る
性
格
を
有
す
る
」
と
さ
れ
、
更
に
績
け

て
「
家
事
審
判
は
、
事
件
を
具
瞳
的
受
賞
に
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
。
非
粉
守

性
の
甲
類
審
判
事
件
に
お
い
て
は
、
事
件
の
毘
理
が
合
目
的
性
を
旨
と
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
粉
雫
事
件
を
針
象
と
す
る
乙
類
審
判
や
家
事
調
停

も
ま
た
そ
の
具
種
的
安
蛍
な
解
決
を
は
か
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
。
民
事
訴
訟

が
法
律
的
判
断
に
よ
り
事
件
を
重
一
的
に
解
決
す
る
の
と
穎
著
な
針
照
を
な
し

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
審
判
に
あ
た
っ
て
も
、
家
庭
裁
判
所
は
民
法
そ
の
他
の
法

律
に
拘
束
せ
ら
れ
る
が
、
審
判
の
基
準
を
な
す
賓
腫
規
定
は
著
し
く
弾
力
性
に

富
ん
で
お
り
、
家
庭
裁
判
所
の
裁
量
の
飴
地
が
き
わ
め
て
慶
い
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
が
た
め
に
家
事
審
判
は
裁
量
的
裁
判
な
い
し
行
政
的
裁
判
た
る
の
性
格
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」
（
一
ニ
、
二
四
頁
〉
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
家
事
審
判

法
も
、
審
判
や
調
停
に
つ
い
て
は
非
醤
事
件
手
績
法
第
一
編
締
則
の
規
定
を
準

用
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
家
事
審
判
は
、
裁
判
所
が
訴
訟
の

形
式
に
よ
ら
な
い
で
、
事
件
を
蕗
理
す
る
手
績
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て

も
、
ま
た
非
訟
事
件
手
績
法
糟
則
規
定
の
準
用
に
よ
り
裁
判
所
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
手
績
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
と
も
に
非
訟
手
績
た
る
性
格
を

有
す
る
の
で
あ
る
」
〈
一
四
頁
〉
と
読
か
れ
る
。

確
か
に
家
審
法
七
僚
は
、
非
訟
事
件
手
績
法
第
一
一
編
の
規
定
を
準
用
し
て
い

る
。
し
か
し
準
用
は
「
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
：
：
：
そ
の
性
質

に
反
し
な
い
限
り
」
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
家
事
審
判
事
項

九。

（九

O
V

の
糟
て
に
つ
い
て
、
始
め
か
ら
、
一
律
に
、
非
訟
事
件
手
績
法
第
一
編
の
諸
規

定
が
線
て
適
用
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
家
事
審
判
事
項

が
民
訴
法
の
遁
用
に
よ
り
訴
訟
の
形
式
に
よ
ら
な
い
で
毘
理
さ
れ
る
と
い
う
意

味
で
非
訟
事
件
で
あ
る
と
い
う
な
ら
、
非
訟
事
件
と
は
訴
訟
に
非
ざ
る
も
の
総

て
を
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
訴
訟
に
非
ざ
る
と
い
う
意
味
の

非
訟
事
件
の
総
て
が
一
つ
の
概
念
に
よ
っ
て
把
握
し
う
る
同
質
性
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
必
ず
し
も
論
理
的
に
明
確
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
総
て
の
事
件
を

古
典
的
な
い
し
典
型
的
非
訟
事
件
と
訴
訟
事
件
と
い
う
こ
つ
の
概
念
に
よ
り
分

類
し
把
握
す
る
の
で
は
な
し
に
、
雨
者
の
聞
に
存
す
る
い
く
つ
か
の
中
間
的
な

異
質
的
な
事
件
な
る
概
念
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
、
各
々
の
事

件
の
賓
瞳
に
則
し
た
把
握
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
事
件

の
本
質
を
賓
瞳
に
則
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
非
訟
事
件
手
績
法
の
準

用
の
限
界
、
換
言
す
れ
ば
、
家
審
法
七
僚
に
い
わ
ゆ
る
「
そ
の
性
質
」
が
明
ら

か
に
な
る
も
の
と
思
う
。
各
事
件
の
手
績
の
特
質
は
（
例
え
ば
、
既
剣
力
｜
｜

山
木
戸
数
援
は
否
定
説
｜
｜
五
八
頁
1
1
0
、
裁
剣
の
取
消
費
更
等
々
）
、
こ
の

本
質
と
の
関
係
に
お
い
て
把
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
例
を
翠
げ
て
み

よ
う
。
教
授
が
、
審
判
の
規
準
を
な
ず
賓
瞳
規
定
は
著
し
く
揮
力
性
に
富
み
、

家
庭
裁
判
所
の
裁
量
の
飴
地
が
き
わ
め
て
贋
い
か
ら
、
行
政
的
裁
判
た
る
性
格

を
も
っ
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
、
離
婚
に
よ
る
財
産
分
興
請
求
擢
の
場
合
（
民
七

六
八
保
E
・
七
七
一
一
保
〉
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
離
婚
の
際
に
諸
積
の
事
情
か

ら
具
瞳
的
に
一
定
の
財
産
分
興
誇
求
擢
が
護
生
し
、
審
剣
は
そ
れ
を
判
断
す
る

に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
か
、
叉
は
、
具
僅
的
な
財
産
分
興
請
求
擢
は
、
審
判
に

よ
る
内
容
の
確
定
を
ま
っ
て
始
め
て
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
関
係
は

費
瞳
法
上
は
、
審
判
前
財
産
分
興
請
求
権
が
相
績
の
封
象
と
な
る
か
否
か
と
い



う
問
題
と
し
て
よ
く
争
わ
れ
る
と
い
う
黙
に
現
わ
れ
て
い
る
。
前
者
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
こ
に
い
わ
ゆ
る
裁
量
は
判
断
裁
量
で
あ
り
、
後
者
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
行
政
裁
量
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
じ
こ
と
は
民
法
八
七
七
僚
I
項
の
扶

養
義
務
℃
つ
い
て
も
い
え
よ
う
。
殊
に
同
僚
の
扶
養
義
務
が
、
一
つ
を
宇
分
に
、

半
分
を
四
半
分
に
と
い
う
生
活
保
持
の
義
務
と
み
る
な
ら
、
一
唐
前
者
と
考
え

ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
の
賠
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
」
ハ
法
亭
研
究
三

O
巻
一
二
競
〉
、
「
非
訟
事
件
の
定
型

分
類
」
（
法
皐
研
究
三
一
巻
四
競
）
参
照
。

間
第
二
結
と
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
乙
類
事
件
に
つ
き
訴
訟
を
許
さ
な

い
こ
と
が
、
憲
法
三
二
傑
の
裁
判
を
う
け
る
擢
利
の
侵
害
で
は
な
い
か
、
と
い

う
疑
問
に
鈎
し
、
教
授
は
弐
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
て
い
る
。
「
こ
の
離
に
闘
し
、

非
訟
手
績
に
よ
る
裁
判
も
『
裁
判
』
に
ほ
か
な
ら
ぬ
か
ら
、
法
律
を
も
っ
て
紛

宰
事
件
を
非
訟
的
な
審
判
手
績
で
毘
理
す
る
も
の
と
定
め
る
の
は
合
憲
的
で
あ

る
、
と
の
見
解
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
む
し
ろ
家
庭
に
閲
す

る
一
定
の
粉
宰
事
件
が
非
訟
的
な
審
判
手
績
に
よ
っ
て
慮
理
せ
ら
れ
う
る
根
擦

は
、
そ
の
事
項
の
性
質
、
す
な
わ
ち
そ
の
法
律
関
係
が
賓
韓
法
に
よ
っ
て
特
殊

の
構
造
の
も
の
と
し
て
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
存
す
る
、
と
い
う
よ
う

に
み
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
関
係
の
形
成
に
つ
き
賞
事
者
間
に
宇

が
あ
る
た
め
に
、
裁
判
所
が
代
わ
っ
て
そ
の
形
成
を
な
す
に
つ
い
て
、
そ
の
形

成
が
裁
判
所
の
慶
汎
な
裁
量
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
裁
剣
所
が
法
律
関

係
を
形
成
ず
る
そ
の
裁
判
は
、
法
律
の
適
用
に
よ
る
法
律
的
判
断
で
は
な
く
裁

量
的
慮
分
で
あ
る
が
、
乙
類
審
判
事
件
は
、
費
に
そ
の
よ
う
な
性
格

ρ
事
件
で

あ
り
、
た
と
え
ば
財
産
分
興
請
求
擢
は
協
議
や
審
判
に
よ
っ
て
末
定
的
な
も
の

か
ら
既
定
的
な
も
の
に
形
成
さ
れ
る
と
い
う
構
造
を
も
っ
た
権
利
で
あ
り
、
協

紹

介

と

批

許

議
・
審
判
前
は
私
樺
性
の
薄
弱
な
擢
利
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
い
い
か
え
れ

ば
、
審
判
は
存
在
を
前
提
さ
れ
た
擢
利
の
内
容
を
具
理
的
に
形
成
す
る
露
分
で

あ
り
、
そ
の
手
績
は
裁
判
上
の
形
成
手
績
で
あ
る
。
そ
こ
に
こ
の
種
の
事
件
の

鼠
理
が
非
一
訟
的
手
績
に
よ
る
こ
と
を
得
る
根
擦
が
あ
る
」
（
二
五
、
二
六
頁
）
と

さ
れ
る
。

し
か
し
倒
で
も
述
べ
た
よ
う
に
乙
類
事
件
中
の
あ
る
も
の
に
つ
き
認
め
ら
れ

る
裁
量
が
判
断
裁
量
と
考
え
る
飴
地
も
あ
り
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
そ
の

審
判
は
法
律
判
断
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
純
粋
の
非
訟
事
件
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
限
り
に
そ
れ
が
行
政
裁
量
で
あ
る
と
し
て

も
、
判
断
が
裁
量
権
の
範
園
を
越
え
る
場
合
の
司
法
に
よ
る
救
済
は
認
め
る
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
認
め
な
い
と
す
れ
ば
、
裁
判
を
受
け
る
擢
利
（
憲
法
三

一
丁
傑
お
よ
び
八
二
保
）
の
侵
害
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
費
抽
眠
法

の
規
定
内
容
を
鑓
え
る
こ
と
に
よ
り
、
身
分
関
係
に
限
ら
ず
線
て
の
訴
訟
事
件

が
非
訟
事
件
と
し
て
毘
理
さ
れ
う
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ

ら
く
身
分
関
係
の
特
質
に
論
擦
を
求
め
る
以
外
に
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
離

に
つ
い
て
拙
稿
「
非
訟
事
件
の
定
型
分
類
」
（
法
皐
研
究
三
一
巻
四
競
）
参
照
。

附
審
判
前
の
偲
の
昆
分
の
殻
力
に
つ
き
、
教
授
は
そ
れ
が
形
成
力
・
執
行
力

を
も
っ
と
主
張
さ
れ
、
そ
の
理
由
を
弐
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
「
こ
の
離
に

つ
い
て
、
家
庭
事
件
の
特
殊
性
を
重
視
し
て
こ
の
種
事
件
の
事
前
措
置
は
、
関

係
者
の
道
義
的
運
守
に
ま
つ
を
遁
雷
と
し
、
こ
れ
に
強
制
力
を
興
え
る
べ
き
で

な
い
と
の
立
場
も
考
え
ら
れ
、
家
事
審
判
制
度
の
立
案
さ
れ
た
雷
初
に
は
、
む

し
ろ
こ
れ
が
基
調
を
な
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
在
で
は
、
こ

の
よ
う
な
毘
分
は
賓
瞳
法
上
の
根
擦
を
要
し
、
審
判
に
関
す
る
必
要
な
事
項
と

し
て
、
そ
の
定
を
最
高
裁
判
所
規
則
に
委
任
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、

九
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紹

介

と

批

評

家
事
審
判
法
に
規
定
の
な
い
の
を
理
由
に
こ
の
措
置
は
勧
告
的
数
果
を
有
す
る

に
遁
ぎ
な
い
と
解
す
る
設
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
後
見
人

解
任
審
判
事
件
に
つ
い
て
、
職
務
執
行
停
止
・
代
行
者
選
任
の
毘
分
が
強
制
力

を
も
た
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
る
法
律
関
係
は
到
底
こ
れ
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
も
し
形
成
力
は
こ
れ
を
認
め
る
べ
き
も
の
と
す

れ
ば
、
特
に
規
定
の
な
い
限
り
執
行
力
も
ま
た
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
そ
の
他
の
審
剣
前
の
措
置
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
ま
た
家
事
審
判
法
は
、
『
審
判
に
闘
し
必
要
な
事
項
』
の
定
を
最
高
裁
判

所
の
規
則
に
委
任
し
て
い
る
か
ら
、
最
高
裁
判
所
が
審
判
事
件
の
昆
理
上
必
要

と
認
め
て
審
判
前
の
措
置
を
規
定
し
て
い
る
限
り
法
律
上
の
根
擦
も
必
ず
し
も

存
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
他
面
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
保
全
慮
分
と
同
じ

く
、
審
判
手
績
に
お
い
て
も
強
制
的
数
果
を
有
す
一
る
事
前
措
置
は
必
要
で
あ

る
。
ひ
と
し
く
事
前
の
般
の
措
置
で
は
あ
る
が
、
審
判
前
の
措
置
は
調
停
の
た

め
に
換
言
す
れ
ば
調
停
の
成
立
を
は
か
る
た
め
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
審

判
前
の
措
置
は
審
判
ま
で
に
時
日
を
要
す
る
こ
と
に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る
た

め
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
相
手
方
の
道
義
的
履
行
を
期
待
す

る
の
を
最
善
と
す
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か

ら
、
審
判
前
の
措
置
は
明
文
を
ま
た
な
い
で
蛍
然
に
形
成
力
・
執
行
力
を
有
す

る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
ハ
三
五
、
一
二
六
頁
〉
。

し
か
し
私
は
遁
読
が
安
嘗
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
論
擦
は
山
木
戸
数
授
が
通

読
の
そ
れ
と
し
て
御
指
摘
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

強
制
力
を
も
っ
て
す
る
園
家
の
私
人
関
係
へ
の
司
法
的
介
入
は
最
少
限
に
抑
止

せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
近
代
司
法
の
要
需
で
あ
っ
て
、
こ
の
離
か
ら
法
律

上
の
根
按
な
し
に
司
法
機
関
が
介
入
し
え
な
い
こ
と
は
、
法
律
上
の
原
則
と
し

九
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て
依
然
維
持
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
弐
に
、
家
事
審
判
制
度
成

立
の
嘗
初
に
お
け
る
強
制
力
否
定
の
根
擦
は
、
依
然
と
し
て
安
賞
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
審
判
前
の
債
の
毘
分
と
し
て
、
家
事
審
判
規
則
上
認

め
ら
れ
る
強
制
力
を
件
わ
な
い
僚
の
虞
分
と
、
民
事
訴
訟
法
上
の
保
全
廃
分
と

の
二
段
階
を
認
め
、
ま
ず
賞
事
者
の
自
主
的
、
運
寸
を
期
待
し
、
弐
に
、
そ
の
可

能
性
な
き
場
合
な
い
し
毘
分
蓮
反
が
あ
っ
た
場
合
に
、
後
者
を
利
用
し
う
る
と

す
る
こ
と
が
、
家
庭
事
件
の
特
質
に
遁
う
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
結
果
的
に
極
め
て
粗
雑
、
且
つ
勝
手
な
問
題
の
取
上
げ
方
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
い
さ
さ
か
も
高
度
の
皐
問
的
調
子
を
落
す

こ
と
な
く
、
人
事
訴
訟
と
家
事
審
判
手
績
と
の
全
般
を
概
説
し
た
本
書
の
内
容

を
充
分
に
紹
介
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
う
と
と
も
に
、
こ
の
貼
著
者

の
御
諒
承
を
戴
き
た
い
と
思
う
弐
第
で
あ
る
。
終
り
に
、
皐
界
に
神
益
す
る
こ

と
多
大
な
本
書
を
世
に
贈
ら
れ
た
山
木
戸
教
授
に
封
し
、
深
い
感
謝
を
捧
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
本
書
は
、
ほ
か
に
小
山
昇
著
「
調
停
法
・
仲
裁
法
」
を
併
せ
、
有
斐

閣
褒
行
法
堅
金
集
三
八
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
昭
和
三
三
年

有
斐
閣
）

ハ
石
川

明


